


　

当
Ｊ
Ａ
で
は
品
目
別
生
産
支
援
強
化
に
よ

る
農
業
所
得
の
確
保
を
挙
げ
、
第
９
次
農
業

振
興
計
画
で
も
ト
マ
ト
、
ア
ス
パ
ラ
、
ブ
ロ

ッ
コ
リ
ー
、
加
工
玉
ね
ぎ
を
重
要
品
目
と
し

て
い
ま
す
。

　

中
で
も
ト
マ
ト
は
供
給
も
安
定
し
た
こ
と

で
ブ
ラ
ン
ド
化
が
図
ら
れ
、
消
費
地
か
ら
の

評
価
も
高
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
１
０
６
戸
、
44
・
５
㌶
の
作
付
を
見

込
み
、
将
来
的
に
も
60
㌶
以
上
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

　

所
得
や
面
積
の
拡
大
に
伴
う
問
題
と
し
て
、

人
手
不
足
や
担
い
手
の
育
成
に
時
間
を
必
要

と
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

大消費地をターゲットに

生産者メリット前面に販売戦略
ＪＡびえい販売㈱を開所
　ＪＡグループはＨ 27 年 11 月にＪＡ北海
道大会を開き、農業所得 20％増大を盛り込
んだ“北海道 550 万人と共に創る力強い農
業の実現”などを決議し、各ＪＡとも実践
段階に入っています。農業所得 20％増大は
容易な道のりではなく、当ＪＡでは資材コ
スト引き下げに向け、予約購買と連動し生
産者メリットを前面に販売戦略を講じるこ
ととなりました。
　わが国の消費構造は大都市に集中し、都
市人口は５～６千万人ともいわれています。
当ＪＡでは美瑛ブランドの販売拠点を大消
費地の東京に置くため、浜松町に新会社を
開所し、３月 21 日に関係者にて開所式と設
立祝賀会が行われました。新会社の概要は
別記の通りです。

　

美
瑛
町
が
町
の
特
産
品
を
厳
選
し
て

認
定
す
る
「
ビ
エ
イ
テ
ィ
フ
ル
」
ブ
ラ

ン
ド
に
美
瑛
米
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

品
種
、
銘
柄
は
「
あ
さ
ひ
娘
な
な
つ
ぼ

し
」「
な
な
つ
ぼ
し
」「
ゆ
め
ぴ
り
か
」

で
す
。
Ｊ
Ａ
び
え
い
商
品
の
認
定
は
、

昨
年
の
フ
リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
食
品
に
続
き

２
回
目
で
す
。

　

認
定
商
品
と
し
て
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

品
質
保
持
の
た
め
「
低
温
農
業
倉
庫
」

と
「
精
米
施
設
」
導
入
に
よ
る
独
自
の

基
準
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
点
。
収
穫
後

の
お
米
を
玄
米
で
低
温
保
管
し
、
注
文

の
都
度
に
精
米
し
た
て
の
お
米
が
出
荷

さ
れ
、
消
費
者
に
届
け
ら
れ
る
こ
と
に

あ
り
ま
す
。

　

浜
田
町
長
は
「
美
瑛
米
を
立
ち
上
げ

る
た
め
に
長
い
取
り
組
み
が
あ
っ
た
。

消
費
者
か
ら
も
高
評
価
を
頂
い
て
い
る

美
瑛
米
。
美
瑛
を
代
表
す
る
ブ
ラ
ン
ド

の
ひ
と
つ
と
し
て
先
頭
に
立
つ
農
産
物

に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
す
。

農
閑
期
は
豪
州
で
担
い
手
育
成

人
材
交
流
に
調
印
式

　

そ
こ
で
当
Ｊ
Ａ
で
は
季
節
の
「
裏
表
」
を

活
か
し
、
農
閑
期
に
担
い
手
育
成
や
栽
培
技

術
の
習
得
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

実
際
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
タ
ス
マ
ニ

ア
州
政
府
と
の
人
材
交
流
の
連
携
を
は
か
り
、

州
立
の
農
業
専
門
学
校
と
協
力
し
て
行
わ
れ

ま
す
。
季
節
が
真
逆
に
な
る
こ
と
を
利
用
し
、

互
い
の
農
閑
期
に
人
材
を
受
け
入
れ
る
も
の

で
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
タ
ス
マ
ニ
ア
の
専
門
学
校
周

辺
に
約
10
㌶
の
農
地
を
借
り
受
け
、
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
や
メ
ロ
ン
、
南
瓜
な
ど
を
作
付
し
、

栽
培
技
術
を
磨
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
28
日
に
は
、
東
京
都
内
の
ホ
テ
ル
で

タ
ス
マ
ニ
ア
州
政
府
と
連
携
協
定
を
結
び
ま

し
た
。
美
瑛
町
と
タ
ス
マ
ニ
ア
地
域
は
気
候

的
に
も
似
通
っ
て
お
り
、
組
合
員
の
皆
さ
ん

の
技
術
向
上
や
意
識
改
革
、
相
互
の
若
手
農

業
者
の
育
成
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

タスマニア州政府と人材交流の
調印を行う熊谷組合長（左）

Ｊ
Ａ
び
え
い

タ
ス
マ
ニ
ア
州
政
府

ビエイティフル認定証を手交された
浦島代表理事専務（左）と浜田町長（右）

ビエイティフルブランドに美瑛米
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■会社概要
社　名　　ＪＡびえい販売株式会社
所在地　　〒 105-0013　
　　　　　東京都港区浜松町 1-6-2 丸神ビル 6 階
　　　　　TEL.03-6452-8752/FAX.03-6452-8741
資本金　　8,500 千円
設　立　　平成 29 年 3 月
役　員　　代表取締役社長　　武　田　洋　明
　　　　　取　　締　　役　　西　川　隆　博
　　　　　　　　　　　　　　服　部　裕　之
　　　　　　　　　　　　　　鈴　木　勝　也
　　　　　監　　査　　役　　吉　尾　　　豊
事業方針　北海道美瑛町産の農畜産物とその加工品の
　　　　　販売事業を通じて、美瑛町農業の振興に寄
　　　　　与する。
事業案内　　・農畜産物の貯蔵、加工及び販売
　　　　　　・上記に付帯または関連する一切の事業
主要取引先　・JA びえい
　　　　　　・キャリーシステム株式会社
　　　　　　・美瑛アグリサポート株式会社　



感謝を述べる畑中守部会長
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　道農政部は 10 日、平成 28 米穀年度（27 年 11
月～ 28 年 10 月）における北海道米の道内食率（暫
定値）を発表した。28 年度の道内食率は 87％で、
府県産米消費量の増加により前年に比べると１ポ
イント低下し、24 年度から５年連続で「米チェン」
が目標としている「85％」を上回った。26 年産
米の全国的な価格低迷以降、道内でも府県産米と
の激しい価格競争が続いているものの、道農政部
は「関係者の総力を挙げた取り組みにより、北海
道米への支持が高い水準で維持されている状況と
言える」と話している。
　北海道米の道内食率は、80％を目標にして「米
チェン」がスタートした平成 18 年度にはまだ 60
％台だったが、23 年度に初めて 80％を超え、24
年度以降は目標を 85％に引き上げており、東日本
大震災の影響などもあって 24 年度 90％、25 年度
91％とここまでは毎年順調に伸びた。しかし、そ
れ以降の直近３ヵ年をみると、25 年度 89％、26
年度 88％、27 年度も 87％と、ほぼ横ばいながら、
３年連続で前年を下回っている。これについて農
産振興課水田グループは「北海道米は 24 年度ま
では府県産米より価格優位性があったが、25 年度
以降はブランド化が進んだこともあって府県産米
との価格差が縮まったことが要因のひとつ」と指
摘するとともに、26 年産以降の低米価が北関東を
中心とした府県産米との価格競争をさらに厳しい
ものにしていると説明している。そうした中で、
北海道米販売拡大委員会などによるテレビＣＭの
効果やコンビニ、スーパーで販売されるおにぎり
や弁当など業務用への利用推進など、関係者が一
体となった取り組みにより「厳しい環境ながらも、
何とか目標以上の水準で持ちこたえている状況」
との認識を示している。また、今後も家庭での米
の消費量は減少が見込まれることから、引き続き
中食や外食など消費量の増加が期待できる業務用
マーケットに力を入れていく方針を示しており、

「関連業界とも連携しながら、今後もしっかり需要
を拡大していきたい」としている。

平成28米穀年度の北海道米道内食率は87％に

　たくさん食べて！
５年連続で目標の「85％」を上回る

　

丘
の
ま
ち
美
瑛
で
生
産
さ
れ
た
生
乳
を

原
料
と
し
た
産
地
限
定
の
「
美
瑛
牛
乳
」

が
発
売
さ
れ
て
今
年
で
10
周
年
。
美
瑛
ブ

ラ
ン
ド
の
さ
ら
な
る
向
上
を
誓
い
３
月
９

日
、
Ｊ
Ａ
大
ホ
ー
ル
で
記
念
式
典
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
乳
業
メ
ー
カ
ー
や
生
産
者
な

ど
約
50
名
余
が
集
ま
り
、
ま
ず
農
協
酪
農

振
興
部
会
の
畑
中
守
部
会
長
が
「
美
瑛
町

名
が
牛
乳
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
直
接
登
場
す
る

こ
と
で
部
会
員
の
結
束
は
も
と
よ
り
品
質

管
理
・
安
定
供
給
に
重
き
を
置
い
た
結
果

が
今
日
の
式
典
に
あ
る
」
と
述
べ
、
原
料

供
給
先
の
メ
ー
カ
ー
な
ど
に
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

美
瑛
牛
乳
は
小
樽
市
の
乳
業
メ
ー
カ
ー

「
北
海
道
保
証
牛
乳
㈱
」
が
原
料
出
荷
協

力
を
呼
び
か
け
平
成
18
年
５
月
に
誕
生
。

コ
ク
と
す
っ
き
り
し
た
後
味
が
特
徴
で
関

東
や
道
内
の
ス
ー
パ
ー
で
も
販
売
さ
れ
同

27
年
か
ら
は
美
瑛
町
内
の
全
小
中
学
校
の

給
食
で
提
供
さ
れ
、
児
童
生
徒
の
元
気
の

源
は
こ
の
「
美
瑛
牛
乳
」
で
培
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

お
い
し
い
丘
の
ま
ち
美
瑛
牛
乳
は
殺
菌

温
度
１
３
０
℃
２
秒
、
乳
脂
肪
率
３
・
７

％
以
上
、
無
脂
乳
固
形
分
率
８
・
７
％
で

瞬
間
脱
気
と
呼
ば
れ
る
製
法
で
風
味
豊
か

に
製
品
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
国
飲
用
牛

乳
公
正
取
引
協
議
会
か
ら
『
特
選
』
の
表

示
許
可
を
得
て
、
美
味
し
さ
は
折
り
紙
つ

き
。
産
地
限
定
の
牛
乳
が
安
定
し
て
供
給

さ
れ
た
の
は
生
産
者
の
高
品
質
牛
乳
生
産

に
ま
い
進
し
た
結
果
で
あ
り
、
10
年
を
ひ

と
つ
の
節
目
に
牛
乳
消
費
に
新
た
な
刺
激

と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

原
料
の
良
さ
を
最
大
に
活
か
し
ヒ
ッ
ト
！

「
美
瑛
牛
乳
」
発
売
10
周
年
祝
い

                     

記
念
式
典
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ご
意
見
に
お
答
え
し
ま
す

●
総
務
部

（
ご
意
見
、
ご
要
望
等
）

　

情
報
配
信
サ
ー
ビ
ス
は
助
か
る
が
、
ス

マ
ホ
で
見
た
い
情
報
ま
で
進
め
る
手
順
が

多
す
ぎ
る
の
で
改
善
を
望
み
た
い
。
ま
た
、

農
業
情
報
配
信
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
情

報
の
閲
覧
の
み
で
は
な
く
、
文
章
の
返
信

や
出
欠
の
取
り
ま
と
め
等
で
き
る
よ
う
に

改
善
し
て
ほ
し
い
。

（
回
答
）

　

現
在
ご
利
用
の
農
業
情
報
配
信
サ
ー
ビ

ス
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
が
Ｊ
Ａ
向
け
に
シ

ス
テ
ム
開
発
を
行
い
、
他
Ｊ
Ａ
を
含
め
契

約
に
よ
り
利
用
し
て
お
り
ま
す
。
情
報
閲

覧
ま
で
の
手
順
量
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
上
、

最
低
限
の
も
の
で
す
の
で
、
ご
理
解
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
返
信
サ
ー
ビ

ス
は
他
Ｊ
Ａ
か
ら
も
同
様
の
要
望
が
あ
る

と
聞
い
て
お
り
、
実
現
に
は
新
た
な
シ
ス

テ
ム
変
更
と
利
用
料
が
絡
み
ま
す
の
で
費

用
対
効
果
を
十
分
考
慮
し
、
積
極
的
に
検

討
・
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
ご
意
見
、
ご
要
望
等
）

　

女
性
の
活
躍
支
援
で
、
役
員
の
女
性
登

用
は
一
気
に
進
ま
な
い
ま
で
も
、
時
代
の

流
れ
か
ら
も
必
要
で
あ
る
。
男
女
を
問
わ

ず
、能
力
が
あ
れ
ば
登
用
す
べ
き
で
あ
り
、

ぜ
ひ
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

（
回
答
）

　

女
性
の
活
躍
支
援
は
、
Ｊ
Ａ
北
海
道
大

会
で
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
て
お

り
ま
す
が
、
組
織
目
標
と
し
て
は
、
Ｊ
Ａ

役
員
、
総
代
へ
の
登
用
が
あ
り
ま
す
。
具

体
的
に
は
各
Ｊ
Ａ
で
の
施
策
と
な
り
、
組

織
間
で
進
捗
が
異
な
り
ま
す
。
ま
た
、
一

方
的
に
進
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、

Ｈ
28
年
度
に
設
置
さ
れ
た
「
組
織
体
制
検

討
委
員
会
」
で
は
、
ま
ず
は
女
性
の
皆
さ

ん
に
Ｊ
Ａ
の
組
合
員
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、

事
業
の
啓
蒙
や
女
性
組
織
と
の
懇
談
や
協

議
を
重
ね
、
進
め
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し

い
と
の
方
向
づ
け
で
す
。

（
ご
意
見
、
ご
要
望
等
）

　

移
動
販
売
車
の
曜
日
・
時
間
な
ど
わ
か

れ
ば
事
前
に
教
え
て
ほ
し
い
。

（
回
答
）

　

移
動
販
売
車
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年

12
月
よ
り
ホ
ク
レ
ン
シ
ョ
ッ
プ
と
Ｊ
Ａ
が

提
携
し
、
営
業
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
お
陰
様
で
大
変
好
評
を
頂
い
て
お
り

ま
す
。
巡
回
曜
日
は
地
区
に
よ
っ
て
決

ま
っ
て
お
り
ま
す
。
時
間
指
定
は
巡
回
の

都
合
上
困
難
で
す
が
、
地
区
の
曜
日
が
一

致
し
て
い
れ
ば
、
事
前
の
ご
要
望
に
よ
り

訪
問
い
た
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
の
地
区
ご
と
の
訪
問
曜
日

と
お
問
い
合
わ
せ
先
は
次
の
通
り
で
す
。

　

月
曜
日
～
旭
方
面

　

火
曜
日
～
美
沢
方
面

　

水
曜
日
～
北
瑛
・
美
田
・
五
稜
方
面

　

木
曜
日
～
置
杵
牛
・
宇
莫
別
方
面

　

金
曜
日
～
美
馬
牛
・
新
星
方
面

　

土
曜
日
～
ル
ベ
シ
ベ
・
二
股
方
面

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
（
ホ
ク
レ
ン
シ
ョ
ッ
プ
美
瑛
店

　
　
　
　
　

９
２
︲
４
８
８
２
番
）

　

組
合
員
の
皆
さ
ん
か
ら
多
彩
な
ご
意

見
を
お
寄
せ
い
た
だ
く
第
62
回
地
区
懇

談
会
が
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
農
業

環
境
が
急
変
す
る
中

の
象
徴
的
な
出
来
事

と
し
て
、
直
近
25
年

間
で
全
国
農
業
者
人
口
が
４
割
に
減
少
、

農
業
者
就
業
年
齢
の
66
・
８
才
に
急
伸

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
流
通
コ
ス

ト
の
引
き
下
げ
な
ど
に
よ
る
「
稼
げ
る

農
業
」
へ
の
転
換
が
急
務
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
回
の
地
区
懇
談
会
は
、
21
ヶ

所
、
２
７
６
名
（
出
席
率
60
㌫
）
の
組

合
員
の
皆
さ
ん
か

ら
Ｊ
Ａ
事
業
に
た

く
さ
ん
の
ご
意
見

を
頂
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
通
り

ご
意
見
・
ご
要
望
に
お
答
え
い
た
し
ま

す
。

総意で築く
協同運動
地区懇談会を終えて
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（
ご
意
見
、
ご
要
望
等
）

　
「
な
ご
み
の
森
厨
房
」
開
店
に
伴
い
、

お
年
寄
り
の
待
合
室
が
無
く
な
っ
て
い
る

現
状
な
の
で
、早
急
に
改
善
し
て
ほ
し
い
。

（
回
答
）

　

Ｊ
Ａ
農
業
セ
ン
タ
ー
の
改
修
に
伴
い
、

お
年
寄
り
を
始
め
、
お
客
様
の
待
合
場
所

設
置
の
ご
要
望
を
受
け
賜
っ
て
お
り
ま
す
。

特
に
、
１
階
ド
ラ
ッ
ク
ス
ト
ア
ご
利
用
の

お
客
様
か
ら
の
ご
要
望
が
多
い
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ホ
ク
レ
ン
シ
ョ
ッ
プ

と
協
議
し
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
改

善
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

（
ご
意
見
、
ご
要
望
等
）

　

東
京
で
の
販
売
活
動
に
つ
い
て
、
広
報

誌
等
で
広
報
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
回
答
）

　

新
年
度
よ
り
、
組
合
員
の
所
得
向
上
を

目
的
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
の
販
売
力
強
化
の
た

め
、「
Ｊ
Ａ
び
え
い
販
売
株
式
会
社
」
を

立
ち
上
げ
、
３
名
の
職
員
の
東
京
常
駐
体

制
に
よ
る
業
務
を
行
い
ま
す
。
事
務
所
の

開
所
は
３
月
21
日
に
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
今
後
の
本
格
的
稼
動
と
あ
わ
せ
、
ご

要
望
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
営
農
部

（
ご
意
見
、
ご
要
望
等
）

　

昨
年
の
台
風
被
災
者
に
対
し
て
町
の
復

旧
事
業
と
は
別
に
、
農
業
基
盤
整
備
事

業
（
耕
作
条
件
改
善
事
業
）
等
の
優
先
や
、

各
種
事
業
と
併
用
し
て
対
策
を
実
施
で
き

な
い
か
、
そ
の
対
応
を
伺
い
た
い
。

（
回
答
）

　

耕
作
条
件
改
善
事
業
は
前
事
業
を
引
き

継
い
で
お
り
、
事
業
の
性
質
上
優
先
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
台
風
被
害
に
よ
る
特
別
枠

も
上
川
総
合
振
興
局
に
お
願
い
し
た
経
過

に
あ
り
ま
す
。
別
枠
に
つ
い
て
は
「
今
の

と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
」
と
回
答
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
被
害
に
対
す
る
事
業
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
ら
、随
時
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

（
ご
意
見
、
ご
要
望
等
）

　

町
の
復
旧
事
業
に
つ
い
て
、
工
事
の
遅

延
に
よ
り
水
田
を
作
付
出
来
な
か
っ
た
場

合
、『
米
の
直
接
支
払
交
付
金
』
等
の
交

付
が
受
け
取
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
、

Ｊ
Ａ
の
対
策
な
ど
を
要
望
す
る
が
、
そ
の

対
応
に
つ
い
て
も
伺
い
た
い
。

（
回
答
）

　

町
か
ら
の
連
絡
で
は
田
植
え
時
期
ま
で

に
は
完
了
す
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
現

在
、
遅
延
対
策
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、

再
度
町
に
確
認
し
、
実
態
を
調
査
し
て
検

討
し
ま
す
。

（
ご
意
見
、
ご
要
望
等
）

　

離
農
等
に
伴
う
水
田
の
規
模
拡
大
（
農

地
流
動
化
の
受
け
皿
）
に
伴
い
、
水
稲
の

作
付
面
積
増
反
が
既
存
ハ
ウ
ス
で
ま
か
な

え
な
い
場
合
、
育
苗
ハ
ウ
ス
設
置
は
大
き

な
負
担
と
な
る
。振
興
作
物
の
み
で
な
く
、

水
稲
に
つ
い
て
も
農
地
流
動
化
を
確
保
す

る
観
点
か
ら
、支
援
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

（
回
答
）

　

水
稲
育
苗
ハ
ウ
ス
の
助
成
は
、
諸
々
の

事
情
か
ら
現
段
階
で
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

今
後
、
農
地
の
流
動
化
は
、
総
体
的
な
対

策
を
考
え
た
中
で
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
ご
意
見
、
ご
要
望
等
）

　

担
い
手
確
保
に
つ
い
て
、
現
在
の
新
規

就
農
は
ト
マ
ト
が
中
心
で
あ
る
が
、今
後
、

畑
作
に
お
け
る
土
地
利
用
型
経
営
の
新
規

就
農
を
増
や
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
美
瑛

町
の
農
地
は
守
っ
て
い
け
な
い
と
考
え

る
。
畑
作
経
営
の
新
規
就
農
を
育
成
し
て

ほ
し
い
。

（
回
答
）

　

新
農
業
人
フ
ェ
ア
な
ど
で
は
畑
作
希
望

者
も
い
ま
す
が
、
経
営
規
模
、
自
己
資
金

な
ど
が
ト
マ
ト
を
主
と
し
た
経
営
と
比
べ

る
と
大
き
く
掛
か
る
た
め
、
断
念
す
る
人

が
大
半
で
す
。
こ
の
た
め
個
人
経
営
で

は
な
く
法
人
構
成
員
を
勧
め
て
い
ま
す
が
、

今
後
、
や
る
気
の
あ
る
人
に
は
「
経
営
体

育
成
強
化
資
金
」「
経
営
継
承
事
業
」
等

を
活
用
し
、
農
業
振
興
機
構
と
連
携
を
図

り
、
就
農
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。

（
ご
意
見
、
ご
要
望
等
）

　

ス
マ
ー
ト
農
業
（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）
に
つ
い
て
、

基
地
局
設
置
な
ど
当
町
に
お
け
る
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
情
報
を
知
り
た
い
。

（
回
答
）

　

現
在
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
分
野

は
先
進
的
農
業
の
一
角
と
な
っ
て
お
り
、

Ｇ
Ｐ
Ｓ
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
ド
ロ
ー
ン
な
ど
本

町
で
も
各
部
会
等
で
研
修
会
、
試
験
を

行
っ
て
い
ま
す
。
固
定
基
地
局
、
無
線
配

信
方
式
等
、
検
討
し
て
い
ま
す
が
、
傾
斜

地
、
山
間
が
多
い
た
め
、
電
波
の
受
信
範

囲
問
題
、
費
用
面
な
ど
検
討
課
題
が
多
々

あ
り
、
本
年
も
継
続
し
て
研
修
会
、
試
験

を
行
い
、
町
と
一
体
で
取
り
進
め
検
証
し

て
ま
い
り
ま
す
。

（
ご
意
見
、
ご
要
望
等
）

　

現
在
ト
マ
ト
を
中
心
に
労
務
対
策
を

行
っ
て
い
る
が
、
畑
の
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど

機
械
作
業
の
で
き
る
人
材
の
派
遣
も
考
え

て
ほ
し
い
。

（
回
答
）

　

今
年
で
５
年
目
の
取
り
組
み
と
な
り
、

計
画
で
は
20
名
の
採
用
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
労
賃
の
関
係
か
ら
全
天
候
型
作
物
へ

の
固
定
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
一
部
の
ヘ

ル
パ
ー
は
９
月
末
以
降
か
ら
畑
地
へ
派
遣

し
て
い
ま
す
。
今
年
か
ら
、
高
齢
化
、
人

手
不
足
の
緩
和
策
と
し
て
、
農
業
労
務
と

連
動
し
た
畑
起
こ
し
、
防
除
、
収
穫
作
業

な
ど
を
総
合
的
に
請
け
負
う
コ
ン
ト
ラ
ク

タ
ー
の
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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●
販
売
部

（
ご
意
見
、
ご
要
望
等
）

　

大
町
の
カ
ル
ビ
ー
と
豆
倉
庫
の
間
の
通

路
を
改
修
願
い
た
い
。

（
回
答
）

　

労
働
安
全
衛
生
の
観
点
か
ら
も
、
整
地

す
る
な
ど
対
応
を
検
討
い
た
し
ま
す
。

（
ご
意
見
、
ご
要
望
等
）

　

小
麦
の
２
次
概
算
払
い
が
な
か
っ
た
明

確
な
理
由
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

（
回
答
）

　

Ｈ
28
年
６
月
の
入
札
価
格(

収
穫
前)

と
出
来
秋
の
輸
入
小
麦
の
価
格
下
落

（
１
０
，０
０
０
円
／
㌧　

税
込
）
に
よ
り
、

販
売
環
境
が
逼
迫
し
見
送
ら
れ
た
経
過
に

あ
り
ま
す
。
北
海
道
農
協
畑
作
・
青
果
対

策
本
部
委
員
会
で
は
、
今
後
の
精
算
に
つ

い
て
本
年
12
月
の
最
終
本
精
算
に
て
併
せ

て
行
い
ま
す
。
今
後
、
事
前
連
絡
の
周
知

に
努
め
ま
す
の
で
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま

す
。

（
ご
意
見
、
ご
要
望
等
）

　

生
産
履
歴
の
電
子
化
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
も
要
望
し
て
い
る
が
、
一
向
に
進
ん

で
い
な
い
。
残
留
農
薬
事
故
の
問
題
も
あ

り
、
重
要
な
取
り
組
み
と
思
う
が
、
他
の

Ｊ
Ａ
の
状
況
も
踏
ま
え
て
、
明
確
な
回
答

を
い
た
だ
き
た
い
。

（
回
答
）

　

生
産
履
歴
は
食
品
の
リ
ス
ク
管
理
へ
の

有
効
活
用
、
食
品
の
安
全
性
や
品
質
等
に

対
す
る
信
頼
感
、
安
心
感
の
向
上
を
図
る

た
め
の
記
帳
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
電
子

化
に
向
け
て
は
試
作
を
行
っ
て
お
り
ま
す

が
、
使
い
や
す
さ
等
の
実
用
性
、
生
産
者

の
需
要
性
を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
お
り
ま

す
。
今
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

（
ご
意
見
、
ご
要
望
等
）

　
「
コ
ム
ギ
な
ま
ぐ
さ
黒
穂
病
」
は
他
の

作
物
の
因
果
関
係
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
話
を

聞
く
。
近
隣
で
も
発
生
し
て
い
る
こ
と
を

受
け
て
、
今
の
段
階
か
ら
予
防
の
た
め
の

対
策
と
、
も
し
発
生
し
た
場
合
の
対
策
を

伺
い
た
い
。

（
回
答
）

　

伝
染
経
路
は
、
種
子
伝
染
と
土
壌
伝

染
と
が
あ
り
、
汚
染
種
子
や
汚
染
土
壌

の
移
動
に
よ
っ
て
拡
大
す
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
現
在
、
病
害
の
発
生
を
完
全
に

防
ぐ
防
除
方
法
は
確
立
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
想
定
さ
れ
る
発
生
要
因
を
で
き
る
だ

け
取
り
除
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
連
作
は

避
け
る
、
排
水
対
策
の
実
施
、
遅
ま
き
の

防
止
、
播
種
深
度
を
深
く
し
な
い
等
、
努

め
て
く
だ
さ
い
。
発
病
し
た
場
合
の
発
生

ほ
場
の
対
応
は
、
廃
耕
が
基
本
と
な
り
ま

す
。
麦ば
っ

稈か
ん

に
つ
い
て
も
持
ち
出
さ
ず
に
鋤

き
込
む
こ
と
が
重
要
で
す
。
厳
格
な
処
理

の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
羅り

病び
ょ
うし
た
子
実

が
混
入
し
異
臭
麦
と
な
っ
た
場
合
、
民
間

流
通
麦
と
し
て
の
取
り
扱
い
は
で
き
ま
せ

ん
し
、
産
地
評
価
を
落
と
す
こ
と
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
羅
病
し
た
小
麦
を
収
穫
す

る
と
コ
ン
バ
イ
ン
・
調
製
施
設
が
汚
染
さ

れ
ま
す
の
で
、
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

（
ご
意
見
、
ご
要
望
等
）

　

豆
の
取
扱
数
量
が
減
少
し
て
い
る
よ
う

に
思
え
る
が
、
今
後
の
集
荷
体
制
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
対
応
策
を
考
え
て
い
る
の

か
。

（
回
答
）

　

需
要
の
落
ち
込
み
、
価
格
低
迷
等
に

よ
っ
て
作
付
・
取
扱
量
が
減
少
し
て
き
て

お
り
ま
す
。
対
応
策
と
し
て
、
集
荷
及
び

巡
回
体
制
の
強
化
、
作
柄
の
豊
凶
・
需
給

変
動
に
左
右
さ
れ
に
く
い
複
数
年
契
約
栽

培
の
推
進
を
行
い
、生
産
者
所
得
の
向
上
・

取
扱
拡
大
に
向
け
た
強
化
策
を
講
じ
て
ま

い
り
ま
す
。

●
購
買
部

（
ご
意
見
、
ご
要
望
等
）

　

満
値
喜
市
の
開
催
を
４
月
に
希
望
す

る
。
検
討
願
い
た
い
。

（
回
答
）

　

開
催
時
期
は
、
ホ
ク
レ
ン
シ
ョ
ッ
プ
・

各
業
者
と
の
関
わ
り
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
の
開
催
日
時
、
会
場
設
定
に
つ
い
て

関
係
業
者
と
協
議
、
検
討
い
た
し
ま
す
。

（
ご
意
見
、
ご
要
望
等
）

　

ア
ル
ー
ダ
の
手
数
料
に
つ
い
て
、
安
く

で
き
な
い
も
の
か
。

（
回
答
）

　

全
道
23
ヶ
所
の
ア
ル
ー
ダ
展
示
場
共
通

の
手
数
料
率
と
な
っ
て
お
り
、
ア
ル
ー
ダ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
運
営
管
理
費
も
含
め

た
設
定
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
ご
意
見
、
ご
要
望
等
）

　

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分
別
・
持
ち
込
み

の
仕
方
を
（
処
理
可
能
な
物
・
そ
う
で
な

い
物
の
区
別
等
を
含
め
）
分
か
り
や
す
く

し
て
欲
し
い
。
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（
回
答
）

　

取
扱
い
方
法
な
ど
を
記
載
し
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
を
作
成
し
、周
知
い
た
し
ま
す
。

（
ご
意
見
、
ご
要
望
等
）

　

ス
タ
ン
ド
に
つ
い
て
、
年
間
を
通
じ
て

近
隣
の
Ｊ
Ａ
ス
タ
ン
ド
と
の
燃
油
価
格
に

格
差
が
あ
る
の
で
改
善
し
て
ほ
し
い
。

（
回
答
）

　

原
油
価
格
の
影
響
を
受
け
、
価
格
変
動

が
大
き
く
、
市
内
近
郊
に
お
い
て
も
価
格

差
が
生
じ
て
い
ま
す
。
状
況
を
判
断
し
、

ア
ロ
ッ
ク
各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
な

ど
、
安
価
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
ご
意
見
、
ご
要
望
等
）

　

研
修
セ
ン
タ
ー
で
の
自
主
整
備
の
際
に
、

工
具
が
足
り
な
い
。
更
新
し
て
欲
し
い
。

（
回
答
）

　

自
主
整
備
用
工
具
は
定
期
的
に
点
検
を

行
い
補
充
し
て
お
り
ま
す
が
、
全
体
的
に

古
く
不
揃
い
の
工
具
が
多
く
な
っ
て
き
て

い
る
た
め
、
自
主
整
備
作
業
に
支
障
の
な

い
よ
う
更
新
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
ご
意
見
、
ご
要
望
等
）

　

期
限
切
れ
の
農
薬
処
分
方
法
、
受
入
先

な
ど
を
教
え
て
欲
し
い
。

（
回
答
）

　

廃
棄
受
入
先
は
エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
物

流
（
株
）
に
な
り
ま
す
。
不
要
農
薬
の
処

理
に
つ
い
て
は
、
別
途
処
理
料
な
ど
も
発

生
し
ま
す
の
で
、
生
産
資
材
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

●
美
瑛
選
果

（
ご
意
見
、
ご
要
望
等
）

　

美
瑛
選
果
に
つ
い
て
、
本
店
で
購
入
し

た
品
物
を
新
千
歳
空
港
店
で
受
取
り
が
出

来
る
仕
組
み
に
つ
い
て
観
光
客
の
手
間
の

か
か
ら
な
い
「
手
ぶ
ら
サ
ー
ビ
ス
」
を
実

施
し
て
は
ど
う
か
。

（
回
答
）

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
と
し
て
訪
日
外
国

人
向
け
の
「
手
ぶ
ら
サ
ー
ビ
ス
」
が
観
光

振
興
の
一
矢
と
し
て
注
目
を
集
め
て
お
り

ま
す
の
で
、
提
携
配
送
業
者
と
の
連
携
に

よ
り
、国
内
主
要
空
港
へ
の「
手
ぶ
ら
サ
ー

ビ
ス
」
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
ご
意
見
、
ご
要
望
等
）

　

美
瑛
小
麦
工
房
の
食
パ
ン
に
つ
い
て
、

引
き
物
・
返へ
ん

戻れ
い

品
等
で
使
用
し
た
い
の
で

予
約
出
来
る
よ
う
に
し
て
く
れ
る
と
大
変

助
か
る
。
検
討
を
願
い
た
い
。

（
回
答
）

　

地
域
の
催
し
、
行
事
等
で
ご
希
望
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、
美
瑛
選
果
事
務
所
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

事
前
に
ご
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
対
応
も

可
能
で
す
の
で
、
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま

す
。

4 月 5日（水）
第66回通常総代会です
　数えて 66 回目の通常総代会が、平成 29 年 4 月
5 日（水）に開催されます。今総代会は、一昨年選
任された総代の皆さんのご参集による総代会となり
ます。総代会は、総意でＪＡの事業結集を再確認す
る大切な意思決定機関です。各位のご参集をお願い
いたします。
　農業、農協環境は近年の規制改革推進会議（ＷＧ）
によるいわれのないＪＡ批判に端を発し、ＪＡ改革
と称した農協法の改訂を余儀なくされる状況です。
申すまでもなくＪＡ事業は組合員の皆さんの信頼と
協調の上で進めるものであり、この機会に総代各位
の建設的な意見を頂きたくご案内いたします。

●日　時　平成 29 年 4 月 5 日（水）
　　　　　9：00 開会（受付は 8：30 から）
●場　所　美瑛町農業協同組合農業センター
　　　　　３階大会議室
●お願い　当日は日当を支給致しますので、必ず印
　　　　　鑑をご持参ください。

提出議案
決算報告　　平成 28 年度貸借対照表、損益計算書、

および注記表ならびに全国監査機構の監
査および監事の監査報告について

議案第1号　平成28年度事業報告、剰余金処分（案）
の承認について

議案第 2 号　定款の一部変更について
議案第 3 号　定款附属書総代選挙規程の一部変更に

ついて
議案第 4 号　平成 29 年度事業計画の設定について
議案第 5 号　賦課金の賦課および徴収方法について
議案第 6 号　役員報酬の支給について
議案第 7 号　全国農業協同組合連合会が行う農業経

営事業に関する同意について
議案第 8 号　平成 29 年産の米麦等、農産物の検査

抽出試料の受領及び処分を組合に一括委
任することについて

報告事項
1. 労働保険事務組合の平成 28 年度徴収・納付状況

の報告について
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ＪＡバンク北海道
  窓口セールスコンクール ＪＡの

新しい力
10 名の新規採用者
《　》内は出身地／最終学歴／配属先

　４月からＪＡびえいの職員として働ける
ことをとても嬉しく思います。社会人とし
て責任感を持ち、メリハリのある生活を心
掛け、今までに学んできたことを活かした
いです。少しでも早く仕事に慣れ、一人前
になれるよう日々努力します。ご迷惑をお
かけすることがあると思いますが、どうぞ
よろしくお願いいたします。

松家　美咲
（まつか　みさき）

《美瑛町／旭川商業
高等学校／総務部管
理課》

　JAカレッジでの一年間の生活で培って
きた農業についての知識や、教育目標でも
あった積極性、協調性、使命感を大切に頑
張っていこうと思います。わからないこと
もあり、ご迷惑をおかけすることもあると
思いますが、皆さまのお役に立てるよう努
力していきますので、よろしくお願いいた
します。

小崎　雅也
（こざき　まさや）

《美瑛町／ＪＡカレッ
ジ（旭川商業高等高校）
／営農部営農支援課》

　美瑛町農協の職員として働かせていただけ
ることに非常に喜びを感じております。美瑛
町の農産物の魅力をより多くの方に伝えてい
き、さらなる地域の活性化の一端を担ってい
きたいです。至らぬ点もあるかと存じますが、
これまでの経験を活かしつつ、新たな知識や
経験を積み、皆さまのお役に立てるように尽
力いたします。よろしくお願い申し上げます。

青田　麻衣
（あおた　まい）

《美瑛町／美瑛高等学
校／販売部販売促進課
パッケージセンター》

　昨年 1年を臨時採用という形で勤務させ
ていただき、稲作中心ではありましたが生
産者の方々の営農に対する取り組みや気持
ちを知り、実際の販売業務まで経験するこ
とができました。組合員の皆さまの力にな
れますように東京を拠点に 1円でも高い価
値の創造と実現に努めます。どうぞよろし
くお願いいたします。

中山　　智
（なかやま　とも）

《秋田県／酪農学園大
学／販売部付　ＪＡ
びえい販売㈱（出向）》

　この春より地元であるＪＡびえいの職員
として新たにお世話になります。私は社会
人として２０数年経ちましたが、今日まで
に得てきた知識や経験を活かし、さらなる
美瑛町の農業や地域の発展に貢献できるよ
う精一杯頑張りたいと思います。組合員の
皆さま、役職員の皆さま、どうぞよろしく
お願いいたします。

下司　貴博
（しもつか　たかひろ）

《美瑛町／北日本自
動車工学専門学校／
購買部農業機械課》

　この 4月より JA正職員としてお世話に
なります。組合員の皆さまをはじめ、先輩
職員方の力になれるよう、自分に対しても
責任を持って日々努力します。皆さまに必
要とされる存在となれるよう頑張っていき
たいと思います。

小鹿　雅美
（こじか　まさみ）

《枝幸町／北日本自
動車工学専門学校／
購買部農業機械課》

　生まれ育った美瑛町で働けることに喜び
を感じております。私は美瑛町農業が持
つたくさんの魅力に魅せられたひとりです。
その素晴らしさをより多くの人に知ってい
ただけるように、今までの経験を踏まえ、
さらなるスキルアップをめざし、いち早く
皆さまのお役に立てるよう励んでまいりま
す。どうぞよろしくお願いいたします。

青田　奈々
（あおた　なな）

《美瑛町／美瑛高等
学校／販売部施設
課》

　美瑛町農協職員に採用いただきましたこ
とを、大変光栄に思っております。これま
での経験を活かしながら、組合員の皆さま
に信頼され、地域農業の発展に貢献できる
職員を目指して、日々誠実に努力したいと
思います。組合員の皆さま、どうぞよろし
くお願いいたします。

水上　　進
（みずかみ　すすむ）

《美瑛町／拓殖大学
北海道短期大学／販
売部施設課》

　春から地元であるＪＡびえいの職員とし
て働けることを嬉しく思っております。一
日でも早く仕事を覚えられるよう皆さまと
のコミュニケーションを大切にし、持ち前
の明るさと今まで学んできたことを活かし
て頑張ります。ご迷惑をおかけすることが
あると思いますが、一生懸命頑張りますの
でよろしくお願いいたします。

大崎　麿鼓
（おおさき　まこ）

《美瑛町／旭川商業
高等学校／営農部営
農企画課》

　地元である美瑛町で働くことができ嬉し
く思っております。責任感をしっかり持ち、
頼りがいのあるＪＡ職員になれるよう努力
していきます。未熟な面も多く、ご迷惑を
かけることもあると思いますが、一日でも
早く仕事に慣れ、組合員の方や先輩方のお
役に立てるよう精一杯頑張りますので、ご
指導のほどよろしくお願いいたします。

林　　碧唯
（はやし　あおい）

《美瑛町／美瑛高等
学校／金融部貯金
課》

ＪＡのＪＡの
新しい力新しい力
ＪＡの
新しい力
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ＪＡバンク北海道
  窓口セールスコンクール

■
■
■
■
■
■　
　

Ｊ
Ａ
共
済
の
ご
相
談
を
お
気
軽
に
⋮
Ｊ
Ａ
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　
　

■
■
■
■
■
■

課長　小
こ

崎
ざき

　裕
ゆう

司
じ

係　　鳥
とっ

取
とり

　大
だい

二
じ

朗
ろう

係　　安
やす

原
はら

　朋
とも

希
き

係　　山
やま

本
もと

　悠
ゆう

係　　髙
たか

橋
はし

　はるか係　　常
とき

盤
わ

　繭
まゆ

子
こ

係　　腰
こし

越
ごえ

　直
なお

美
み

係　　橋
はし

本
もと

　宏
ひろ

子
こ

　

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
北
海
道
が
開
催
す
る
窓
口
セ
ー
ル
ス
コ
ン
ク
ー
ル
旭
川
地

区
本
選
会
に
て
、
当
Ｊ
Ａ
金
融
店
舗
窓
口
担
当
の
江
花
彩
さ
ん
が
優
秀
賞

に
輝
き
ま
し
た
。

　

同
職
員
は
純
新
規
対
応
部
門
で
ラ
イ

バ
ル
を
抑
え
、
５
月
に
行
わ
れ
る
全
道

大
会
本
選
へ
の
挑
戦
権
を
獲
得
。
選
り

す
ぐ
り
の
担
当
者
が
接
客
対
応
を
競
う

本
選
で
の
上
位
入
賞
に
向
け
、
意
欲
を

燃
や
し
て
い
ま
す
。

貯
金
課 

江
花 

彩 

さ
ん

　
　
　
　    

優
秀
賞
で
全
道
大
会
へ

ＪＡバンク北海道
  窓口セールスコンクール

春
一
番

一
般
財
団
法
人
日
本
気
象
協
会
●
檜
山
靖
洋

　

春
一
番
は
、
季
節
が
冬
か
ら
春
に
変
わ
る
こ

ろ
に
初
め
て
吹
く
暖
か
い
南
寄
り
の
強
い
風
の

こ
と
で
す
。
春
一
番
の
条
件
は
、
立
春
か
ら
春

分
ま
で
の
間
に
、
日
本
海
で
低
気
圧
が
発
達
し
、

風
速
８
ｍ
以
上
の
南
寄
り
の
風
が
吹
き
、
気
温

が
上
が
る
現
象
で
す
。
こ
の
春
一
番
は
、
九
州

か
ら
関
東
、
北
陸
の
各
地
方
で
発
表
さ
れ
ま
す
。

こ
の
時
期
に
春
一
番
と
い
う
季
節
感
が
合
わ
な

い
東
北
や
北
海
道
、
沖
縄
で
は
発
表
し
て
い
ま

せ
ん
。

　

春
一
番
は
春
の
到
来
を
告
げ
る
も
の
で
す
が
、

も
と
も
と
長
崎
県
の
漁
師
が
春
の
強
い
風
に
よ

り
被
害
を
受
け
、
そ
の
春
の
風
を
春
一
番
と
呼

ん
で
、
恐
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
の
時
期
、
冬
の
寒
気
が
残
る
中
、
時
折
春

の
暖
か
い
空
気
が
流
れ
込
み
ま
す
。
す
る
と
、

寒
気
と
暖
気
が
ぶ
つ
か
り
合
い
、
低
気
圧
が
発

達
し
風
が
強
く
吹
き
ま
す
。
時
に
は
猛
烈
に
低

気
圧
が
発
達
し
、
暴

風
が
吹
き
荒
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
春
は
風
が
強

い
日
が
多
い
季
節
で

す
。

お
天
気
カ
レ
ン
ダ
ー
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生産
資材技術情報生産
資材技術情報

営農ホット
ライン

H O T L I N E
4 月 の 技 術 対 策 と 資 材

◆起生期の分肥量（追肥量）
　根・茎葉の活動が活発となる起生期（平年 4 月 20 日頃）
には、越冬茎数の多少に応じて分肥をします。（表2を参照）。

　1㎡（平米、平方メートル。1 ｍ四方が一例）
当たりの茎数の計算例を、次に示します。
　Ａ：畦長 50㎝間の茎数（例）60 本
　Ｂ：畦幅　（例）12.5㎝
　Ｃ：茎数　Ａ× 2 × 100㎝÷Ｂ＝Ｃ（本／㎡）
　　　（例）60 本× 2 × 100 ÷ 12.5 ＝ 960 本
　　　式中の 2 は、100㎝÷ 50㎝の意味。
　茎数が少ない畑は、畑に入れるようになり次第、早め
に分肥を行ってください。

◆起生期のチッソの形態
　起生期に追肥されるチッソの形態としては、主に次の
3 種です（表 3 を参照）。

　温度が低いとき、降雨が少ないときは硝酸態が有望で
すが、降雨が多いとき硝酸態は流亡しやすい。

（生産資材課　技術相談員　記）

表 2　チッソ分肥成分量の目安
　　　　　　　　　　　（品種：きたほなみ）　　　（kg/10a）

起生期の茎数 起生期 幼形期＊ 止葉期

700 本以下 6 4 6

700 ～ 1,200 本 6 4 4

1,200 本以上 3 4 4
注 1）起生期の茎数は、1㎡当たり
　 2）幼形期；幼穂形成期（平年は 5 月 11 日頃）

表 3　チッソの形態と特性
チッソ形態

（肥料銘柄例） 特性等

尿素態
（尿素）

　アンモニア態→硝酸態と変
化してからコムギに吸収され
る。
　尿素は流亡しやすいが、3
日ほどでアンモニア態に変化
する。硝酸態への変化は遠い。

アンモニア態
（硝安、BBNK20）

　多くは、硝酸態に変化して
からコムギに吸収される。ア
ンモニア態は流亡しづらい。

硝酸態
（NS248 ＊）

　硝酸態のままコムギに吸収
される。速効性だが流亡する。

注 1）NS248 は、アンモニア態・硝酸態がほぼ同量。
　 2）チッソ形態変化は、微生物によってなされる。

秋まき小麦の起生期対策

　昨秋は、例年にない早い降雪で雪腐防除が実施できな
かった秋まき小麦畑もあります。
　今回は、雪腐病対策と起生期追肥にあたっての参考情
報を整理します。
◆雪腐病対策の締めくくり「融雪」と「排水」
　雪腐病菌は数種類ありますが、当地区では次の 4 種が
主なものになっています（表 1 を参照）。
　

表 1　雪腐病菌の 4種（引用資料：道防除提要）
1）黒色小粒菌核病（病原性は弱いが、菌核量が多いと、

株元・根に感染し枯凋する）
2）褐色小粒菌核病（株枯死例は少ないが、連作で菌密度

が高くなると根に感染し、生育不良となる）
3）褐色雪腐病（次のときに多発することがある①播種が

遅れたとき　②積雪期間が長いとき　③透排水性が悪
い畑　④粘土が多い土）

4）紅色雪腐病（積雪下で発生し、積雪後期にまん延する。
播種が遅れたときに被害が大）

　各種の雪腐病に対する共通的な当面の対策として次の
事項があります（Ａ・Ｂ）。
　Ａ：　融雪を促進する（特に北向き斜面、日陰部分、

吹きだまりの雪割りなど）
　Ｂ：　融雪による停滞水を無くする（排水溝を切る。

浸透水穴を掘る）

　融雪水の溜まり水部分の下に青々と見えたコムギが、
数日後の水が引いたときには雪腐病の大きな被害があっ
た例もときどきあります。連作畑・播種の遅れた畑では、
特に前述Ａ・Ｂの対策が重要と考えます。
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札
幌
市
内
で
、
高
校
卒
業
を
控
え
た
児
童
養

護
施
設
の
生
徒
向
け
に
、
調
理
実
習
体
験
「
お

と
な
の
食
育
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
と
「
興
正
こ
ど
も
家

庭
支
援
セ
ン
タ
ー
」
共
催
の
こ
の
取
組
み
は
、

高
校
卒
業
後
、
施
設
か
ら
巣
立
つ
生
徒
に
規
則

正
し
く
健
康
的
な
食
生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
趣
旨
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

札
幌
消
費
者
協
会
「
札
幌
ポ
ト
フ
の
会
」
吉

田
講
師
か
ら
の
「
食
」
や
「
栄
養
」
に
関
す
る

座
学
、
乳
製
品
を
使
っ
た
調
理
実
習
体
験
に
参

加
し
た
生
徒
は
「
自

分
で
作
る
と
美
味
し

い
、
今
後
も
し
っ
か

り
自
炊
し
た
い
」
と

笑
顔
で
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

ホ
ク
レ
ン
は
、
新
た
な
販
路
開

拓
に
向
け
国
内
の
食
品
に
携
わ

る
バ
イ
ヤ
ー
を
対
象
に
し
た

　
「
第
11
回
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
国
産

農
畜
産
物
商
談
会
」（
３
月
７
、８

日
開
催
、
Ｊ
Ａ
全
農
な
ど
主
催
）

に
出
展
し
ま
し
た
。
て
ん
さ
い
糖
や
乳
製
品
、

北
海
道
米
、
小
袋
豆
な
ど
を
幅
広
く
紹
介
し
た

ほ
か
、
新
た
に
商
品
化
し
た
「
ゆ
め
ぴ
り
か
の

乾
燥
玄
米
入
り
グ
ラ
ノ
ー
ラ
」
な
ど
を
試
食
提

供
し
、
北
海
道
の
安
全
で
安
心
な
農
畜
産
物
や

加
工
食
品
の
魅
力
を
伝
え
ま
し
た
。

　

３
月
に
札
幌
駅
前
通
地
下
歩
行
空
間
で
Ｊ
Ａ

バ
ン
ク
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

ド
ド
ー
ン
貯
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
当
選
者
の
発
表

や
冬
季
ア
ジ
ア
大
会
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
の
カ
ー
リ

ン
グ
日
本
代
表
『
ロ
コ
・
ソ
ラ
ー
レ
』
の
本
橋

選
手
・
吉
田
（
知
那
美
）
選
手
に
よ
る
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
、
サ
イ
ン
色
紙
等
の

当
た
る
ク
イ
ズ
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
来
場
者
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
ポ
ス
タ
ー
の

写
真
を
投
稿
し
て
も
ら
う
等

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の
Ｐ
Ｒ
に
取
組

み
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
共
済
連
は
、
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー

と
「
が
ん
」
に
関
す
る
情
報
提
供
に
つ
い
て
包

括
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

　

世
界
各
国
で
啓
発
行
事
が
行
わ
れ
た
「
世
界

が
ん
デ
ー(

２
月
４
日)

」
に
合
わ
せ
、
チ
ラ

シ
や
告
知
資
材
を
作
成
し
、
組
合
員
や
地
域
の

皆
さ
ま
に
「
が
ん
」
の
正
し
い
知
識
な
ど
情
報

提
供
す
る
と
共
に
、「
が
ん
共
済
」「
医
療
共
済
」

の
推
進
活
動
に
も
活
用

し
ま
す
。

【
旭
川
厚
生
病
院
で

　
　
　
「
土
曜
ド
ッ
ク
」
を
！
】

　

旭
川
厚
生
病
院
で
は
、
男
性
の
方
を
対
象
と

し
て
、
隔
週
土
曜
日
に
人
間
ド
ッ
ク
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
午
前
中
に
全
て
の
検
査
が
終
了
し
、

検
査
結
果
は
受
診
日
か
ら
１
週
間
ほ
ど
で
お
届

け
し
ま
す
。
前
立
腺
が
ん
や
肺
ド
ッ
ク
な
ど
の

オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
も
可
能
で
す
。

　

随
時
予
約
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
お

電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
完
全
予
約
制

　
（
℡
０
１
６
６-

３
３-

７
１
７
１

　
　
　
　
　

(

内)

２
１
４
６
・
２
１
９
８
）

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活

動
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ

の
時
々
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆

様
に
定
期
的
に
お
伝
え
し
ま
す
。

　

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ

Ｂ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｊ Ａ グ ル ー プ 通 信

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

ホ
ク
レ
ン

※
こ
の
取
組
み
に
つ
い
て
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。
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ス
ミ
子
さ
ん

高　
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駿
さ
ん
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本　
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さ
ん

以
上
の
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名
で
す
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お
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で
と
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ご
ざ
い
ま
す
。

①
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午
の
節
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に
食
べ
ま
す

②
映
画
の
撮
影
時
に
カ
チ
ン
と
鳴

ら
し
ま
す

③
人
事
―
―
で
所
属
部
署
が
変
わ
っ

た
④
二
つ
で
１
組
の
も
の
を
数
え
る

と
き
に
使
う
言
葉

⑤
初
節
句
に
―
―
飾
り
と
こ
い
の

ぼ
り
を
用
意
し
た

⑧
野
球
の
走
者
の
こ
と

⑩
家
を
留
守
に
す
る
際
は
忘
れ
ず
に

⑬
袖
振
り
合
う
も
―
―
の
縁

⑭
チ
ョ
ウ
の
仲
間
。
カ
ラ
ス
、
ア

オ
ス
ジ
と
い
え
ば

⑯
ボ
ル
ト
や
ナ
ッ
ト
を
回
す
工
具

⑰
す
し
屋
の
符
丁
で
茶
の
こ
と

⑲
布
地
を
裁
断
し
た
物

①
井
戸
な
ど
で
く
み
上
げ
て
使
い

ま
す

④
土
を
小
高
く
盛
り
上
げ
た
も
の

⑥
人
が
た
く
さ
ん
住
ん
で
い
ま
す

⑦
車
に
乗
っ
て
出
掛
け
ま
す

⑨
孫
悟
空
の
乗
り
物
で
す

⑪
中
国
の
―
―
に
由
来
す
る
こ
と

わ
ざ
は
多
い

⑫
ま
き
割
り
や
枝
打
ち
に
使
う
刃
物

⑮
東
南
ア
ジ
ア
の
国
。
首
都
は
ク

ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル

⑱
人
を
怒
ら
せ
る
こ
と
を
「
―
―

に
触
れ
る
」
と
も
い
い
ま
す

⑳
イ
ン
ド
か
ら
伝
わ
る
心
身
調
整
法

㉑
太
陽
や
星
が
よ
く
見
え
る
天
候

㉒
台
所
で
す
る
こ
と
の
一
つ

Ａ
→
Ｆ

『
ラ
ン
ド
セ
ル
』
で
し
た
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【全体運】自分に自信が持てる時期です。積極的
に自己アピールを。温めていたプランを実行に
移してみるのも良い結果に

【健康運】腰が重くなりそう。まめに動きましょう
【幸運を呼ぶ食べ物】ウド

【全体運】誰にでも優しく接することができ、周囲
の人から慕われます。面倒見の良さを発揮して。
半身浴や足湯にツキ

【健康運】疲れをため込みやすい。気晴らしが必要
【幸運を呼ぶ食べ物】カブ

【全体運】好奇心が旺盛になる気配。興味を引か
れることがあれば、前向きにトライして。趣味や
習い事に励むのも正解

【健康運】不規則な生活になりがち。節制すること
【幸運を呼ぶ食べ物】もずく

【全体運】不注意になりやすい期間。慣れている
作業でも確認を忘れずに。大自然に触れること
でリフレッシュできます

【健康運】順調。ストレッチで血行促進を図って
【幸運を呼ぶ食べ物】ミツバ

【全体運】プラス思考が幸運を引き寄せる兆し。何
事も攻めの姿勢で行動を起こして。クリエーティ
ブな活動もお勧め

【健康運】張り切り過ぎ注意。運動前は準備運動を
【幸運を呼ぶ食べ物】タマネギ

【全体運】持久力がいまひとつ。何かを始めても
中途半端になりやすいよう。新しいことに取り組
むなら、正確な情報収集を

【健康運】スポーツに励むと上達がスムーズなはず
【幸運を呼ぶ食べ物】ポンカン

【全体運】ささいなことで落ち込んだり、傷ついた
りしやすく、勢いをキープできない期間。あれこ
れ考え過ぎない方が吉

【健康運】同じ姿勢を続けず、適度に体をほぐして
【幸運を呼ぶ食べ物】しらす

【全体運】周囲のマイナス部分に目が行く暗示。口
うるさくして、トラブルを招かないよう、ご用心。
見守る気持ちが大事

【健康運】無理なダイエットはNG。自然体が一番
【幸運を呼ぶ食べ物】ニラ

【全体運】楽しいことに縁がありそう。お花見など
の飲み会やイベントに誘われたら、気軽にOK を。
幹事役をするのも◎

【健康運】暴飲暴食に気を付けて。ほどほどが賢明
【幸運を呼ぶ食べ物】イチゴ

【全体運】気持ちばかり大きくなってしまうかも。
頼まれ事を安請け合いしないよう、冷静に。鏡を
磨くと開運効果あり

【健康運】安泰。スポーツを満喫するチャンスです
【幸運を呼ぶ食べ物】アシタバ

【全体運】人気運が急上昇。性格の良い部分がア
ピールされ、常に話の輪の中心に。話題のスポッ
トへ遊びに行くと刺激大

【健康運】寝不足気味な月。良質な睡眠を心掛けて
【幸運を呼ぶ食べ物】コゴミ

【全体運】リラックス気分で過ごせるはず。のんび
り好きなことを堪能しましょう。新しい楽しみを
開拓するのも好結果に

【健康運】口コミに注目を。耳寄り情報を入手可能
【幸運を呼ぶ食べ物】ゼンマイ

12
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①
端
午
の
節
句
に
食
べ
ま
す

②
映
画
の
撮
影
時
に
カ
チ
ン
と
鳴

ら
し
ま
す

③
人
事
―
―
で
所
属
部
署
が
変
わ
っ

た
④
二
つ
で
１
組
の
も
の
を
数
え
る

と
き
に
使
う
言
葉

⑤
初
節
句
に
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―
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り
と
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の
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り
を
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た

⑧
野
球
の
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こ
と

⑩
家
を
留
守
に
す
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際
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忘
れ
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に

⑬
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振
り
合
う
も
―
―
の
縁

⑭
チ
ョ
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の
仲
間
。
カ
ラ
ス
、
ア

オ
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え
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⑯
ボ
ル
ト
や
ナ
ッ
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を
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す
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具

⑰
す
し
屋
の
符
丁
で
茶
の
こ
と

⑲
布
地
を
裁
断
し
た
物

　　

　　

近年、全道的に灯油等の盗難被害が多発しております。
このことから、お客様への安全・安心を目的に、当スタ
ンドでも盗難補償を付保することとしましたのでお知ら
せします。

期　　間：平成２9年４月１日（土）より
補償対象：家庭用灯油及び営農用燃料油（灯油・軽油）
補償内容：１事故５万円を上限（１年間に１回のみ）
　　　　　とし盗難被害相当量を補填

　　※過去配送履歴等にて使用数量、被害相当量を算出
　　※補償にかかる費用負担はありません
盗難発生時対応：
①警察への盗難届提出（受理番号付与）
②北町給油所への盗難発生報告（上記受理番号が必要）
③補償会社にて審査終了後、被害相当量を配送致します

４月１日（土）から「春のオイル・タイヤキャン
ペーン」を実施致します。

期間中に「オイル交換」または「タイヤ予約・購
入」のお客様には、うれしい特典をご用意しており
ます。皆さまのご来店をお待ちしております！

日程：平成２９年４月　１日（土）から
　　　　　　　　５月３１日（水）まで
場所：ホクレン美瑛北町給油所
　　　オートサービスセンター
内容：

　①オイル交換時のエレメント半額サービス！
　　（軽及び乗用車に限る・エレメントのみの購入は除く）
　　さらに、アロック会員ポイント進呈！
　②タイヤ予約・購入（新品 4 本セット）で、ウォッシ

ャー液（2 Ｌ）を２本プレゼント！さらに、タイヤ
組替・バランス工賃・廃タイヤ処分料サービス！ア
ロックＶＩＰ会員なら店頭給油値引！

ホクレン配達燃料の盗難保償
（灯油・軽油）について

春のオイル・タイヤ
キャンペーン実施中！

ホクレン美瑛北町給油所
　☎92-2157

ホクレン美瑛北町給油所　☎92-2157
オートサービスセンター　☎92-2156

車輌販売業務は北町スタンドに移転
　車輌販売業務は、４月より北町スタンドにて取り扱うこ
とになりますので、お知らせいたします。お気軽にご相談
下さい。

ホクレン美瑛北町給油所
　☎92-2157　FAX 92-2199☎ 92-3455　FAX92-3488

FARM LANDからのお知らせ

さらに下記の商品をプレゼント !!

スチール製携行缶（5ℓ）
限定 13セット

■丸山　洗浄機
圧力　150ｋｇ /ｃ㎡
水量　　　15ℓ /min

139,860円 (税込)

全社で限定 25 台の特別品が

全社で限定25台の特別品

全社で限定25台の特別品

全社で限定25台の特別品

3 枚セットで
6,480円 (税込 )

■刈払機用チップソー
　コンドルブラック
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農作業事故を未然に防ごう！

研修センター　☎92-0588

　美瑛町農業機械協議会では、４月１日から６月 30 日までを「春
の農作業安全運動期間」とし、『農作業事故ゼロ運動』のぼり旗を
各地域に立て、作業中の事故防止を呼びかけています。この時期は、
頻繁に農業機械を使用します。農業機械の使用にあたっての危険
性が増大するため、より万全を期した農作業安全対策が必要とな
っています。
　ヒヤリ事故や、うっかり事故を起こさないよう
に注意し、農作業事故防止に努めましょう。
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軽油・灯油用のホームタンクは、年数が
経つにつれ腐食・サビ等によるトラブルの
発生が増える傾向にあります。

給油所では、ホームタンクのトラブルを
未然に防ぐため、JA の指定業者が点検にお
伺いします。なお、近年洗浄済みのお宅に
は点検に伺いませんのでご了承願います。

◆点検訪問日　　3月29日（水）より
◆訪 問 業 者　　石油共販㈱
◆点 検 内 容　　タンク内外部および設置状況の点検
◆洗 浄 料 金　　ホームタンク一基　5,616円（税込）
　　　　　　　灯油配管パイプ内洗浄（２系統まで）
　　　　　　　6,696円（税込）

◆申 込 方 法 　　点検訪問時または北町給油所
　　　　　　　（作業日は6月中旬以降予定）

ホームタンク（490ℓ）

ホクレン美瑛北町給油所　☎92-2157

■悪質な業者に注意を！■
　近年、美瑛町内で、町外からの悪質な業者（農協を名乗る、
毎年の洗浄を勧める、現金支払いを求める、基本料金は安
いが部品代で多大な金額を請求する等）によるトラブルが
発生しております。当ＪＡ委託の業者は、委託証明書を持
参しており現金徴収を直接行いません。不審に思った場合
は北町給油所までご連絡ください。

❶ 4 年間に 2 回も凍結して冬には大変な目
にあった。

❷ストレーナーが凍結し、ひびが入り灯油を
全部流してしまった。

❸毎年ストーブの使い始めの時、必ずストー
ブに水が出てきて火が消える。

❹ボイラー燃焼停止により、お湯が使えなく
なった。

❺農繁期にトラクターの燃料が詰まり作業が
出来なかった。

お客様から
聞いた
こんな話

無料巡回点検実施中です！
主な資金の新規貸付利率 平成29年4月1日現在

融資課　☎68-7015

灯油・軽油



　農業機械課では、春の農機具・自動車展示会と中古
農機アルーダ JA びえいのオープンフェアを開催致しま
す。新車・中古車を一堂に取り揃え、2 日間限定のご
奉仕価格です。タイヤ・バッテリー等用品も取り揃え
ています。ご成約頂いた方には粗品を進呈致します。 
  　　　　　　　　　　　　　　　　 
      

春の農機具・自動車展示会
アルーダ JAびえい　オープンフェア開催！！
部品・小農具展示即売会も同時開催

日　時：4月7日（金）～8日（土）
　　　　午前9時～午後3時まで
※アルーダオープンフェアは7日（金）のみ開催
場　所：研修センター周辺　中古農機常設展示場

当日は来場者にもれなく粗品を進呈致し
ます。また、お昼には、そば・うどんを
無料で用意しておりますので多数の方の
ご来場をお待ちしております。 

研修センター　☎92-0588

研修センター
　☎92-0588

平成28年度　機械作業標準料金表

研修センター
　☎92-0588

平成28年度　機械作業標準料金表平成28年度　機械作業標準料金表平成28年度　機械作業標準料金表

研修センター
　☎92-0588

平成29年度　機械作業標準料金表
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　三寒四温の言葉どおり、長かった本町の冬も終わりに近づき、着実に
春の訪れが感じられます。ビートやトマトハウスの育苗管理、水稲の建
苗づくりなど一気に春作業がスタートしました。道外からも桜や草花の
花だよりが届く躍動の季節には、この先の豊かな実りや好天を望む様々
な願いも交錯します。
　ＪＡ事業もひとつの区切りをつけ、新たなスタートをきる「総代会」
が予定されています。ＪＡは今、農業改革と関連し、その存在目的が問
われる残念な議論がなされているのも事実であり、特に総合農協の自己
改革の実践が重要課題となっている中で「総代」として問題点を把握し、
ＪＡの方向性を確認する大切な役割を担っています。思いをひとつにＪ
Ａをつくる実りの多い「総代会」に、多彩なご意見をお寄せください。

740 人

1,896 人

253 億 86 百万円

63 億 50 百万円

 11 億 05 百万円

38 億 51 百万円
※百万円未満四捨五入  

（平成 29 年 2 月末）

発生件数　　1件（  1 件）　《 2 件》
　　負傷　　1人（  1 人）　《 2 人》
　　死亡　　0人（  0 人）　《 0 人》
（　）は 29 年度累計　《　》は昨年同期累計
※負傷者数は農業労災加入者統計より

（3月 20日現在）

4

3日（月）　新規採用者辞令交付

5日（水）　第６６回通常総代会

11日（火）　美瑛町農業再生協議会総会

14日（金）　年金友の会定期総会

29日（土）　昭和の日

平
成
29年

4月
1日（

毎
月
1回
発
行
）

昭
和
45年

3月
5日
第
3種
郵
便
物
認
可

毎
月
1日
発
行

1119
熊
谷
留
夫

総
務
部
　
　

第25回理事会　3月16日（木）
■議案審議事項
議案第１号　平成 28 年度定例自治監査による期末監査結果に

ついて
・原案どおり承認されました。
議案第２号　全国監査機構期末監査に係る結果について
・原案どおり承認されました。
議案第３号　平成 28 年度事業報告、貸借対照表、損益計算書、

剰余金処分 ( 案 ) 及び注記表、附属明細書の承認
について

・原案どおり承認されました。
議案第４号　第 66 回通常総代会開催に係る承認事項について
・原案どおり承認されました。
議案第５号　第 66 回通常総代会の提出議案について
・原案どおり承認されました。
議案第６号　平成 29 年度信用供与等の最高限度額の設定につ

いて
・原案どおり承認されました。
議案第７号　平成 29 年度貸付金利率の最高限度について
・原案どおり承認されました。
議案第８号　平成 29 年度理事に対する貯金担保等の貸付につ

いて
・原案どおり承認されました。
議案第９号　平成 29 年度余裕金の運用方針及び運用方法につ

いて
・原案どおり承認されました。
議案第 10 号 大口信用供与等について
・原案どおり承認されました。
議案第 11 号 リースによる固定資産の賃借について
・原案どおり承認されました。
■協議事項
①第 62 回地区懇談会の意見集約結果について
②定款及び定款附属書総代選挙規程の一部変更について
③ JA 北海道大会決議事項の着実な実践に関する特別決議（案）

について
④役員報酬等審議会の答申結果について
⑤美瑛町農業委員の選出に係る当組合からの推薦について
⑥平成 29 年度振興対策組合員等のクミカン口による資金供給

枠の設定について
⑦理事地区分担に係る補佐職員の一部変更について
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受賞祝賀会にて酪農経営を振り返り、謝辞
を述べる浦氏ご夫妻
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お
め
で
と
う
！

丘の大地 2 月号と 3 月号で正組合員と准組合員
の人数に誤りがありました。訂正し、おわび致
します。正しくは下記の通りです。
　正組合員（平成28年12月末）　740人
　　　　　（平成29年１月末）　741人
　准組合員（平成28年12月末）1,897人
　　　　　（平成29年１月末）1,895人

訂正とおわび


